
 

 

【荒尾市】 

校務ＤＸ計画 

 

ＤＸの方向性は「ＧＩＧＡスクール構想の下での校務ＤＸについて（令和５年３月 文

部科学省）」において、「働き方改革に関する観点」、「データ連携に関する観点」、

「大規模災害におけるレジリエンスに関する観点」に関する事柄について取り組む必要が

ある。 

具体的には、１人１台端末の積極的な活用や、汎用のクラウドツールを活用した教職員

間での情報交換、会議資料のペーパーレス化、学校と保護者間の連絡手段のデジタル化を

進めることが必要とされている。また、活用を進めるための基盤として、校務系と学習系

のネットワーク統合、校務システムのクラウド化、データ連携基盤（ダッシュボード）の

創出やこれらを安心安全な形で実装するためのセキュリティの確保が必要とされている。 

本市においてもこれらを踏まえて、働き方改革や教育の情報化を推進していく必要があ

る。 

 

１ 現状及び課題 

（１）ＤＸ化の状況 

 本市の「ＧＩＧＡスクール構想の下での校務ＤＸ化チェックリスト」による令和５年

度時点での結果（半分以上がデジタル化）は以下のとおりである。いずれもさらなるデ

ジタル化に取り組んでいく必要がある。 

 

取組項目 荒尾市 全国 

教員と保護者間の連絡

のデジタル化 

欠席・遅刻・早退連絡 ６７％ ７６％ 

お便りの配信 ２５％ ４９％ 

調査・アンケートの実施 ７５％ ６１％ 

学校内の連絡のデジタ

ル化 

校内での資料共有 ８３％ ７６％ 

校内での情報共有 ７５％ ７７％ 

調査・アンケートの実施 ８３％ ６７％ 

教員と児童生徒間の連

絡等のデジタル化 

各種連絡の配信 ０％ ２８％ 

調査・アンケートの実施 ５８％ ５４％ 

その他 
ＦＡＸの原則廃止 １７％ ２３％ 

押印の原則廃止 ０％ ７％ 

校務ＤＸの取組に関するダッシュボードから引用 

（デジタル庁ホームページ 令和６年１２月２６日公開） 

 

 

 

 

 



 

 

（２）取組状況と課題 

・教員と保護者間の連絡のデジタル化 

現在、本市では各学校が、保護者との連絡手段として３つのクラウドサービス

を各々使用している。今後は、校務支援システムとの連携も見据えて、全ての学

校の利用サービスを一つに集約し、活用度を高めることが必要である。 

 

・学校内の連絡のデジタル化 

教職員間における職員会議等の資料の共有や日常的な連絡や情報共有は、グル

ープウェアやクラウドサービスの活用が進んできている。校内研修のオンデマン

ド化や職員会議のハイブリッド化を推進することにより、さらに業務の効率化が

期待できる。しかし、教育委員会、学校等から教職員に紙で提出を求める書類は

現在も多く存在し、今後のデジタル化推進のための業務の見直しや整理を行うこ

とが必要となっている。 

 

・教員と児童生徒間の連絡のデジタル化 

児童生徒の学習用端末の持ち帰りについては、令和３年度の一人一台運用開始以

降、コロナ禍でのオンライン活用の必要性も高まったことから、持ち帰りが定着し

ている。 

特にデジタルノートツールの活用が進んでいるが、今後は、デジタルドリル教材

を用いた宿題やクラウドサービスの活用等をさらに推進していく必要がある。ま

た、教職員、児童生徒の負担軽減も考慮し、学習ｅポータルを中心とした利活用推

進を検討していく。 

 

・その他 

市（市長部局、教育委員会）、事業者等へのＦＡＸの使用や、保護者・外部との

やりとりで押印が必要な書類があると回答した学校が８割以上である。 

今後、市及び関係機関、学校とやりとりのある事業者等と協力しながら見直し、

原則廃止を検討する必要がある。 

 

２ 今後の方針 

上記の課題については、市内全校が統一した方針で推進できるよう教育委員会、

学校が協力して進めるとともに、ＩＣＴを用いたＤＸ推進についてはＩＣＴ支援員

を活用して優先的に取組を進めていく。 

また、デジタル化に必要な基盤整備となる「ゼロトラスト環境構築による校務支

援システム等のクラウド化」、「校務系及び学習系ネットワークの統合」、「デー

タ連携基盤（ダッシュボード）の創出」といった国の示した方向性を踏まえ、各シ

ステムの更新時期に合わせた再構築に取り組んでいく。 


